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午前９時２９分開会 

○委員長（田中藤一郎） 定刻になりました。少し前

ですけれども、ただいまから人口減少対策等調査特

別委員会を開会いたします。 

 おはようございます。 

 本当に早いもので１年たちました。今年もコロナ

ということで非常に限定された事業の活動の仕方

になってしまいましたけれども、市内の視察は先日

も行かせていただいて、ちょっと課題があったりだ

とかいうふうなものも感じられたというふうに思

っております。そして、当局の皆様方にも本当に１

年間ありがとうございました。 

 この問題は、これから豊岡にとりましても、本当

にある意味、最重要な課題の人口減少だというふう

に思っております。今後どういった形になるのかも

分かりませんけれども、人口減少っていうのをどう

いうふうに食い止めることによって、財政や市民生

活、サービスも合わせた部分になってくるかという

ふうに思っておりますので、そういった意味合いで

は一助になればなというふうに思っております。 

 そして、委員の皆様方も本当にコロナ禍の中でな

かなか動きもしづらかったというふうに思ってお

りますけれども、本当にありがとうございました。

今日が一応最終的な形になるかと思いますけれど

も、慎重審議のほうをまたよろしくお願いします。

それでは、着座にて。 

 協議事項に入ります前に連絡をさせていただき

ます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用して発言していただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、次第３番、協議事項のほうに入ります。 

 まず、委員会所管事項について、各部署から、現

状と今後の計画について一括して説明していただ

き、全ての部署の説明が終了した後、質疑という形

で進めたいと思います。 

 それでは、まず、政策調整部政策調整課から順に

説明をお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 政策調整課特別委員

会説明資料をご覧ください。 

 政策調整課からは３点ご説明いたします。 

 まず、１番目、地方創生戦略会議の開催です。 

 ７月２０日、第１回地方創生戦略会議を開催し、

事業実績や地方創生事業の進捗の報告、意見交換、

戦略改定の考え方等について協議を行っておりま

す。２点資料をつけさせていただいて、本日ご説明

させていただきます。 

 まず、１つ目です。２０２０年国勢調査速報値か

らの人口分析ということで、資料１をご覧ください。 

地方創生総合戦略会議で副座長の中嶋圭介先生か

ら、２０２０年国勢調査速報・コロナ感染症の影響

について分析とご報告をいただいております。右下

にページ数を付していますが、２ページに３点要約

をさせていただいております。 

 まず、２０２０年国勢調査速報値についてです。

関連資料は３ページ、４ページになりますので、併

せてご覧いただければと思います。 

 豊岡市の速報値は７万７，５１９人ということで、

２０１５年度国勢調査から５年間で４，７３１人減

少していますが、これは豊岡市の基準推計にほぼ沿

って推移していると分析されています。過去の減少

傾向が続いていて、地方創生開始後も統計で確認で

きる成果は得られていないということになります

が、人口というのは、ビジネスや経済の分野とは違

い、対策をやったからといってＶ字回復になるとい

うことはなかなかならないというふうに言われて

います。 

 ５０年、１００年かけて人口がどんどん減ってい

くというトレンドは、少なく見積もっても２０年か

ら３０年くらいの取組の中で現れてくるので、地方

創生の第２期に入ったといっても、まだまだまちの

基礎体力づくりのような段階であるというふうに

言われています。人口減少対策は長期戦であり、ま

ちを挙げての総力戦であるというふうに言われて

います。 

 ２点目のコロナ感染症の影響です。関連資料は５

ページ、６ページになります。 
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 自然減の増加を社会減の減少が相殺する形とな

り、コロナの影響は一時的かつそれほど大きなもの

ではないというふうに分析をされています。 

 出生についてですが、２０２０年の出生数、これ

はコロナの影響を受けていませんので、本当の影響

がもし出てくるとすれば、今年度以降になる。今は

こういう時期だからやめておこうかというような

産み控えが大きなトレンドとなる可能性があり、も

しそうであれば、５０人、１００人という、減るこ

とがあるかもしれないというふうに言われていま

す。 

 社会増減についてですが、日本人については、日

本全体がコロナ禍で景気が悪いと地方の社会的な

増減の数値は改善します。大都市や大企業での採用

熱が冷めるので、地元に帰るかというようなことに

なってきます。まちからの若者流出が少しスローダ

ウンすることが起こります。豊岡市ぐらいの人口規

模、経済規模のまちですと、まちの外で起こってい

る外部要因の影響を強く受けますので、若者の流出

が今回改善していますが、あまりそのことで一喜一

憂し過ぎないようにというふうに先生からは言わ

れています。 

 資料７ページになりますが、日本人と外国人の社

会増減について示しています。日本人の転出超過が

減少をしております。青のグラフになります。コロ

ナの影響で増加してきた外国人の数、これは黄色の

グラフになりますが、そこが減って、市全体として

は上向いて、３６４人というふうにマイナスがなっ

ております。外国人の動きというのが規模として相

当重要になってきていますので、トータルで３６４

人、５９８人から、青のグラフですけれども、３６

４人に改善したというような、そこでよしあしを判

断せずに、地方創生でも外国人をターゲットとする

ような施策の必要性を指摘いただいているところ

でございます。 

 続きまして、資料２、地方創生事業の実施効果検

証報告でございます。 

 こちらも地方創生戦略会議の中で説明をさせた

ものでございます。申し訳ございません。先ほどの

中嶋先生の報告のところで一つ漏らしておりまし

た。２ページの大学開学の効果でございます。 

 資料１の２ページでございます。３つ目、大学開

学の効果でございます。芸術文化観光専門職大学が

開学して、学生が毎年８０人ほど入学しますので、

転出超過が減少していきます。しかし、これは４年

間の動きにすぎなくて、４年たつと、今度は卒業生

が出始めます。卒業生が出始めると、出ると入るで

プラス・マイナスがゼロになります。よって、開学

したことが人口動態にこのまちによい効果をもた

らすためには、その卒業生が１０人でも２０人でも

豊岡へ定着することが必要です。また、豊岡から出

てしまっても、観光や演劇といった分野で関係人口

としてまちに活力を維持し続けてくれる若いファ

ンのような層が増えているようであれば、それも人

口動態的にはよいことだというふうに先生は言わ

れております。以上が資料１の説明でございます。 

 続きまして、資料２でございます。１ページの上

段、戦略目的、暮らすなら豊岡と考え、定住する若

者が増えているの指標を人口の社会増減の緩和と

しております。 

 ２０２０の実績、ちょうど上の右側の３段目にな

りますが、１，７７０人の転入に対し、２，１４３

人の転出があり、社会減は３７３人の減となってい

ます。転入者は減りましたが、転出者の減のほうが

大きいため、社会減は前年に比べ改善したというこ

とになっておりますが、先ほどの話ではございませ

んが、コロナの影響等があっていっときのことかな

というふうに思っております。 

 以下、２０年度１年分の主要手段、具体的手段の

ＫＰＩの実数値及びそれぞれの事業効果をまとめ

ています。それぞれの事業について実績値を示して

いますし、事業に伴う成果、課題、今後の対応につ

いて右側のほうに分析をしております。詳細はまた

ご覧いただければと思いますが、２０２０年度は年

間を通して新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受けた年度でしたので、事業を縮小したものや中

止したものなどがあり、実数値が目標に大きく届か

なかったものなどもあります。例年にない年度だっ
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たというふうに受け止めております。 

 続きまして、特別委員会説明資料にお戻りいただ

ければと思います。 

 ２つ目の項目です。第２期豊岡市地方創生総合戦

略の改定でございます。本文は資料につけておりま

すが、こちらの説明資料のほうで説明をさせていた

だきます。 

 （１）でございます。第２期豊岡市地方創生総合

戦略の第３版につきまして、８月末にこれを策定し

ております。第２版からの変更箇所につきましては、

（２）のところに書いております。まず（２）のア

で、地域おこし協力隊について追記をしております。 

 地域おこし協力隊については、これまでからも移

住者の増加やその方たちとの関係から生まれる関

係人口の創出や拡大と地方創生に大きく関係して

いますが、豊岡市の総合戦略の中には記載がござい

ませんでしたので、今回の改定に際して、総合戦略

の中に記載し、明確に地方創生事業として位置づけ

るものでございます。本文中では、これを１２ペー

ジの戦略策定遂行に当たっての留意事項というと

ころに追記をしております。 

 続きまして、（２）のイで、主要事業を２０２１

年度の内容に更新をしております。これは１４ペー

ジ以降になります。 

 ウにつきましては、重要業績評価指標、ＫＰＩを

２つ見直しております。（ア）、（イ）にそれぞれ

記載をしておりますが、数字がこれまで取れていた

のがなかなか取るのが難しくなったというような

ことでＫＰＩについて見直しを行ったものでござ

います。 

 エにつきましては、文言修正を一部行っていると

いう状況でございます。 

 説明しました①と②の地方創生に関しましては、

ホームページでも、資料ですとか会議録を掲載して

おりますので、またご覧いただければというふうに

思います。 

 続きまして、３番目、多文化共生推進プランの策

定についてでございます。 

 ２０１９年度から行っている神戸大学との外国

人住民調査研究を踏まえ、豊岡に住まわれている外

国人市民の方や国際交流協会等の支援団体、関係機

関等の意見を踏まえ、豊岡市多文化共生推進プラン

の案を策定しました。９月３日から９月１７日まで

はパブリックコメントを実施しており、議員の皆様

へも本案をお送りさせていただいているところで

す。 

 ちなみにパブリックコメントでは、５名の方から

１３件の意見をいただいており、現在その意見に対

する考え方等を整理しているところでございます。

今月末には成案とする予定としております。 

 それでは、プランの内容について、こちらはプラ

ンの案でご説明をさせていただきます。 

 まず、全体として、日本語があまり得意でない外

国人の方にも分かっていただきたいということか

ら、漢字につきましては全て振り仮名をつけており

ます。ちょっと日本の方には見づらいようなことに

なっているかもしれませんが、そういった配慮をし

ているということでございます。 

 次に、目次をご覧ください。全体の構成ですが、

第１章で計画の策定として、趣旨や位置づけ等を記

載しています。第２章では現状と課題、第３章でめ

ざす姿と取組み方針、第４章で具体的な取組み、第

５章でプランの推進に向けてという構成としてお

ります。 

 次のページに用語の定義を説明しております。 

まず、多文化共生につきましては、国籍や民族な

どの異なる人々が、互いの文化を認め合い、対等な

関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として

共に生きていくこととしておりまして、これは、総

務省の定義を準用しているというところでござい

ます。 

 続きまして、外国人市民の定義でございますが、

住民基本台帳上で外国籍の方だけでなく、国籍が日

本であっても外国にルーツを持ち、言葉、生活習慣

や文化等が日本と異なる方々、このような方も包括

をして外国人市民としております。例えばお父さん

が日本人でお母さんが外国籍のご夫婦の子供は、こ

れは日本国籍になります。このような方も含めて、
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外国人市民として本プランでの対象としておりま

す。しかし、その包括した外国人市民の方々の実数

というのは、帰化された方というものもございます

ので、統計上の人数等に限っては、外国籍の市民と

いうことに限定をしております。 

 １ページをご覧ください。まず、１番目で計画策

定の趣旨でございますが、本市では、多様性を受け

入れ、支え合うリベラルなまちづくりを進めている

こと、また、人口減少が著しい中で外国人市民を貴

重な人材、コミュニティの一員として受け入れて共

生し、地域の活性化につなげていく必要があること

から、本プランを策定するものでございます。 

 ２の計画の位置づけでございますが、図に示して

いますように、豊岡市いのちへの共感に満ちたまち

づくり条例の理念の下、豊岡市基本構想の多様性を

受け入れ、支え合うリベラルな気風がまちに満ちて

いる、第２期豊岡市地方創生総合戦略の新たな視点、

多様性を受け入れるまちづくり、外国人市民との共

生推進に位置づけております。この具体的な施策の

指針というのが本プランとなります。 

 ２ページをご覧ください。計画期間ですが、２０

２１年度から２０２５年度までの５年間としてお

ります。 

 ３ページをご覧ください。第２章で現状と課題で

ございます。 

 まず、本市の外国人市民の状況を記載しておりま

す。最初に説明しましたように、この章では、外国

人市民は住民基本台帳上の外国籍の方について説

明をしております。（１）では、人数と比率を記載

しており、２０２１年３月末現在８３５人、５年間

で１．６倍の人数となっております。全市民の１．

０５％となって、１００人に１人が外国籍の方とい

うことで、この数が増加傾向にあるということでご

ざいます。 

 その下、（２）男女別年齢別で見ますと、２０代、

３０代、４０代の順に多くなっており、この年代の

女性の割合というのが５２％、半数以上を占めると

いうのが特徴的でございます。 

 ４ページをご覧ください。（３）で国籍・地域別

でございますが、ベトナム、フィリピン、中国の順

で割合が高くなっております。全体では２６の国と

地域の出身者の方が豊岡市にはおられるというこ

とでございます。 

 ５ページでございます。（４）在留資格別を載せ

ておりますが、技能実習生が３８．２％と最も多く

なっております。下の表１につきましては、５年前

との在留資格の比較を掲載しております。 

 ６ページには、市内居住状況を記載しております。

人数の多いところがどうしても外国人の方、外国籍

の方が多いんですが、比率としましては、城崎、そ

れから但東の地域が多いという状況になっており

ます。 

 ７ページをご覧ください。（６）で、外国にルー

ツを持つ子供について記載をしております。これも

先ほどと同じく同世代の人口のおよそ１％に当た

るというものでございます。 

 続きまして、８ページ、９ページにつきましては、

これまで、市及び外国人支援団体、豊岡国際交流協

会、あるいはＮＰＯ法人にほんご豊岡あいうえお等

がこれまで既に行ってきた取組、そこから見えた課

題というものを記載しております。コミュニケーシ

ョン支援でありますとか、生活支援、それから意識

啓発と地域づくりというようなことをこれまでか

らもしてきたということでございます。 

 １０ページでございます。第３章として、目指す

姿と取組方針を記載しております。長期目標を「多

様な人々が地域や職場の一員として活躍している」

と定めて、計画期間中、５年間で暮らしやすいと感

じている外国人市民が増えている、この状態になる

ことを目指すとしております。 

 ２の取組方針で３つ掲げております。 

 （１）です。外国人市民が円滑にコミュニケーシ

ョンを取っている。コミュニケーション支援でござ

います。日本語及び日本文化を学ぶ機会の充実や市

役所書類の多言語化、ワンストップ相談窓口の設置

の検討等を行おうとするものです。 

 （２）外国人市民が安全・安心に暮らしている。

これは生活支援でございます。安心して出産、子育
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てができる体制づくりや日本語にルーツを持つ子

供たちへの教育の充実、災害時における外国人の支

援体制等でございます。 

 １１ページの（３）でございます。外国人市民が

地域活動に参画している。意識啓発と地域づくりで

す。日本人の意識啓発や地域との交流、外国人市民

の居場所と出番の創出、人材発掘等をするというふ

うに記載をしております。 

 １２ページは、第４章として、具体的な取組を記

載しております。目指す姿、達成するための戦略体

系図として載せております。 

 １３ページにつきましては、ライフステージに沿

った施策の実施としております。乳幼児期から、そ

れから今はあまりおられないかもしれませんけど、

老年期、６５歳以上の外国人市民の方について、そ

の施策の体系、こういったのを実施するというよう

なことを掲載しております。それぞれの年代に応じ

た施策が必要ということで掲載をしているもので

す。 

 １４ページからは、先ほどの主要手段、それから

具体的手段に対する指標とそれから事業の例示を

しております。事業につきましては、ワーキンググ

ループ等でいろいろ意見をいただきながらここに

掲載をしておりますが、毎年見直しをしながら、２

０２５年度の目標を達成したいというふうに考え

ております。 

 第５章につきましては、すみません、飛びまして、

１８ページになります。第５章につきましては、プ

ランの推進に向けてでございます。多文化共生推進

主体の役割として、豊岡市以外、外国人支援団体、

それから地域、学校、大学、企業、医療機関等、様々

な多様な主体が関わることが必要で、どこかがやる

ということではなく、トータルとして支援をしてい

くというふうに考えております。 

 １９ページでは、本プランを推進するために外国

人市民をメンバーとした、（仮称）多文化共生推進

会議や庁内の連絡会議を設置し、推進することとし

ております。 

 ２０ページ以降につきましては、資料をつけてお

りますので、またご清覧いただければと思います。

政策調整課からの説明は以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、政策調整部公共施設

マネジメント推進室、お願いします。 

 正木参事。 

○政策調整部参事（正木 一郎） 私からは、地域デ

ザイン懇談会の進捗状況につきまして報告をさせ

ていただきます。 

 コロナ感染症の感染拡大に伴いまして、スタート

の時点でも当初の計画よりも約半年遅れてしまい

ました。その後も第４波、第５波ということで中断

を余儀なくされております。現在も開催を延期して

いるという状況でございます。 

 懇談会はグループに分かれていただきまして、ワ

ークショップ形式で開催しておりますので、どうし

ても感染リスクを伴ってしまいます。夜の８時以降、

会場の使用が制限されるということもございまし

て、緊急事態宣言が発令された場合は実施しないこ

ととしております。今月末で緊急事態が解除されれ

ば、順次再開していきたいと考えております。 

 （１）は、これまでの地域別の開催の状況です。 

 全市域を対象といたしまして、公共施設マネジメ

ントを専門に研究されている大学の准教授を講師

にお招きしまして、キックオフとして講演などを実

施いたしました。豊岡地域では、その後、他の地域

と同様、地域コミュニティなどの団体から推薦いた

だきました参加者の皆さんによる懇談会を２回開

催してきております。その他の地域では、参加者の

皆さんによります懇談会、それぞれ３回開催してき

ております。 

 （２）は、今月末で緊急事態が解除された場合の

再開の予定でございます。 

 豊岡地域では、早速解除明け、翌日の１日、今週

の金曜日になりますけれども、この日に予定をさせ

ていただいております。その他の地域も中旬にかけ

まして再開していく予定としております。それぞれ

の会場につきましては、参加者の皆さんに様々な施

設を実際に使っていただきたいという思いから、こ

れまでの開催分でもそうしてきたのですけれども、
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できるだけ地域にあるいろいろな施設で開催して

きております。 

 次のページをご覧ください。懇談会の内容でござ

います。 

 これまで、第１回では、地域にある公共施設の現

状把握、課題抽出といたしまして、まずは地域にあ

る公共施設を知っていただくことを主眼に開催い

たしました。第２回では、地域住民の生活と身近な

公共施設の関わりの整理としまして、参加者の皆さ

んがこれまでに公共施設に対して思っておられる

こと、また、感じておられることについて率直にお

話をいただきました。第３回では、地域で必要な施

設、市民サービスの整理、検討の１といたしまして、

公共施設の利用状況ですとか、収支状況といったよ

うなものを具体的なデータをお示ししながら、地域

の施設の在り方について話し合っていただきまし

た。 

 今後ですけれども、施設の統廃合ですとか、複合

化、多機能化などによりまして、地域にとって必要

な公共施設の機能、サービスを維持しながら、いか

にうまく使っていくかといったことをさらに検討

いただきまして、最終的に地域デザインプラン案と

してまとめていきたいというふうに考えていると

ころでございます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 続いて、総務部、ジェンダーギャップ対策室、お

願いします。 

 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 対策

室のほうから、４項目についてご説明したいと思い

ます。 

 ジェンダーギャップ解消の推進についてという

タイトルの資料の１ページをご覧ください。 

 まず、１番、ジェンダーギャップ解消事業の推進、

これはまち全体を対象とした事業でございます。 

 こちらにつきましては、ジェンダーギャップ解消

戦略会議というのを今年度３回開催予定で、既に先

週、９月２４日に第１回を開催いたしました。これ

は昨年度、今年３月に解消戦略を策定しまして、そ

の進捗状況の確認ですとか、あと、意見交換とか、

あと、今、第３次の男女共同参画プランが今年度で

５年計画期間の最終年度を迎えますんで、その改定

作業等についてご意見いただくために３回を予定

しております。こちらの戦略会議の委員さんは１０

名で、学識経験者として目黒先生、それとあと、市

内の事業所の経営者とか、その他多様な市民の方に

ご参加いただいております。そして、アドバイザー

には大崎麻子先生、それと、新たにオブザーバーと

して、兵庫県男女共同参画推進員の瀧下さんに今年

の９月から参加いただいております。内容について

は、先ほどご説明いたしました。 

 次の（２）で、この戦略に基づいて、今年度、地

域コミュニティ組織ですとか、あと女性、市職員を

対象とした戦略の説明会とかワークショップを実

施しております。この実施に当たっては、今年度か

らご就任いただきました地域啓発推進アドバイザ

ーということで、立教大学の萩原なつ子先生にご参

加いただいてます。萩原先生は、豊島区で女性会議

とかの座長とかを務められたり、そういうかなり実

績をお持ちの先生でございます。 

 イで、研修会・ワークショップの開催として、今

年度５月に第１回の地域づくりリーダー研修会と

いうことで、市内２９の地域コミュニティ組織の会

長、副会長と事務局のスタッフを対象に、男女で取

り組む地域づくりですとか、地域の課題解決に向け

たヒントということで実施しました。参加者は８０

人です。８月１９日には、同じく地域向けの研修会

ということで、コミュニティ城崎を対象に、テーマ

は、男女格差をぶっ飛ばせという、結構刺激的なテ

ーマなんですけど、を実施していただきました。こ

れは、地域のほうから、先ほどの６月のリーダー研

修会に参加されたコミュニティ城崎の会長のほう

から、ぜひうちでもちょっとやってほしいというこ

とで、これはさせていただきました。 

 ８月２０日には、ジェンダーギャップ解消に向け

た職員研修会、それと８月２１日は、これは子育て

中の女性などを対象にウーマンカフェ「子育てママ

の交流会」ということで、市内外の起業をされた方
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の事例報告を交えて、女性のネットワークづくりと

かエンパワーメントにつなげるという、そういう狙

いで開催しました。同日には、これは但馬地域在住

の方を対象に意見交換会を県の男女共同参画セン

ターなどと共催で実施しました。 

 今後の予定としては、１０月にコミュニティたけ

のを対象とした研修会、それと、１０月から１１月

にかけて、幼稚園教諭とか保育士等を対象としたジ

ェンダー支援の保育・教育をテーマに、そういう研

修会も予定しております。来年１月には、第２回地

域づくりリーダー研修会として、２９の地域コミュ

ニティ組織の会長等を対象とした研修会を今年度

の第２回を開催する予定でございます。 

 それと、（３）でジェンダーギャップ解消に関す

る調査の実施ということで、暮らしの中の性別役割

分担の実態と意識調査を今年７月から８月にかけ

て、豊岡市内在住の高校生以上の男女を対象にイン

ターネットによる調査を実施しております。市民の

皆さんのご協力によって、最終の有効回答数として

は６２６件ということで、事務局では４００件何と

か集まったらということで進めておったんですけ

ど、それ以上のサンプルというんですか、回答をい

ただいたということでございます。 

 こちらについては、現在いろいろと集計分析って

いうのを進めておりまして、集計分析結果は、市広

報の１２月号、１１月２５日発行の市広報等で、こ

れは市民の皆さん等にお知らせしていく予定をい

たしております。 

 それと、イで、ひとり親家庭の意識調査というこ

とで、これは社会福祉課所管で別途実施しておりま

す。 

 （４）では、ジェンダーギャップ解消庁内推進委

員会の設置・開催ということで、これは、ジェンダ

ーギャップ解消戦略の進行管理と併せて、ジェンダ

ー視点をあらゆる施策に反映していくということ、

それと、男女共同参画プランの改定ということを狙

いとして、今年の６月から開催いたしております。

既に第４回を９月２４日、先週末に開催いたしまし

て、こちらのほうは市役所のあらゆるというか、市

内、市役所のそれぞれのセクションのほうから１４

名の市職員、主任級から課長補佐級なんですけど、

に委員として就任してもらって、あと、アドバイザ

ーに大崎先生に入っていただいて、そういう今、作

業を進めているところでございます。 

 次、４ページをご覧いただきたいと思います。ワ

ークイノベーション事業の推進ということで、これ

は市内の事業所向けでございます。これは２０１８

年度からずっと続けて実施しておるんですが、こち

らは市内事業所の女性も働きやすく、働きがいを感

じる事業所への変革支援のための事業所を対象と

したセミナーとワークショップを実施しておりま

す。今年度は囲みでずっと書いておるんですけども、

経営者向け、それと、マネジメント層向け、管理職

などマネジメント層向けのセミナーというのを６

月から８月にかけて、既にそれぞれ２回シリーズで

開催して、市内の５９事業所から延べ９４名の方に

ご参加いただいております。 

 ３つ目、４つ目が市内の女性向けの事業でして、

それぞれ３回シリーズで、まず、女性のためのキャ

リア支援プログラムという、市内事業所の女性従業

員の方を対象にしたプログラムと、その下がとよお

か女性みらい塾ということで、事業所の女性従業員

の方プラス市内で地域活動に取り組む、取り組みた

い女性を対象とした、こういう二段構えで今年度は

実施をしております。それぞれ定員３０名と定員２

０名としておるんですが、ほぼ定員いっぱいご参加

いただいているという、そういう状況です。 

 次、５ページでございます。（２）で、事業所向

けの従業員意識調査の実施ということで、２０１９

年度からこれは実施しておるんですが、過去２年間

で１７事業所にこれはご参加いただいておりまし

て、今年度も一応１０社を予定として、市内事業所

を対象として、働きやすさとか働きがいに関する意

識調査を実施して、それを集計、分析したものを経

営者等にご説明して、その事業所の課題感というの

を浮き彫りにして、あと、必要な打ち手を専門家等

からのアドバイスを行うという、そういう事業でご

ざいまして、こちらのほうは、この後ご説明します、



 8 

表彰制度の審査にも活用いたしております。 

 次、（３）で、豊岡市ワークイノベーション表彰、

あんしんカンパニー２０２１の実施ということで

ございまして、こちらは今年で２年目になるんです

けど、女性にとって働きやすくて、働きがいなどが

高い水準に達している市内事業所を表彰する制度

で、それを取組などを共有して他の事業者にも波及

させていこうという事業でございます。こちらのほ

うは、１０月から１１月にかけて募集をして、その

後、審査を経て、表彰決定を来年３月に予定してお

りまして、今年度は、できたら３社程度に受賞いた

だけたらなと思っています。昨年度は１社のみでご

ざいます。 

 （４）は、豊岡市ワークイノベーション推進会議

の活動ということで、女性が働きたい仕事、職場へ

の変革に取り組む事業所の有志の経営者で構成さ

れている団体でございまして、２０１９年の１０月

に設置されて、当時市役所を含む市内の１６事業所

だったんですけど、現在５６事業所までその輪が広

がっております。その研修会もこの４月に実施しま

して、３６事業所から４７名の方にご参加いただい

て、昨年度のワークイノベーション表彰の受賞企業

の株式会社ユラクさんのほうから事例発表してい

ただいて、あと、講演なども実施いたしました。 

 次の６ページをご覧ください。（５）は、日本政

策金融公庫との連携ということで、今年７月に地方

創生に係る融資制度、地域活性化・雇用促進資金を

活用した連携を市と、あと、ワークイノベーション

推進会議と公庫さんと３者で行っておりまして、豊

岡市ワークイノベーション推進会議の会員事業所

を対象として、この特別利率が適用されるという、

そういう新たな制度を３者で取組がスタートして

おります。 

 ３番のキャリアデザインは、後ほど岸本参事のほ

うからご説明いたしますので、右側の７ページの４

番をご覧いただきたいと思います。子育て中の女性

の就労促進ということで、２０１８年度から２０１

９年度、２か年にわたって、プチ勤務という、短時

間、少日数勤務によって市内の１６事業所に子育て

中の女性３９人が就職されました。２０２０年度は

コロナ禍の影響で雇用情勢もちょっと激変したの

で、２０２０年度については、社会福祉課と協働し

て、シングルマザーを対象としたパソコン基礎講座

を３か月間実施して、受講者８人のうちお二人が正

社員になられて、残りの方も学び続ける力がついた

というふうなご感想をアンケートの中ではいただ

いております。 

 ８ページをご覧ください。今年度２０２１年度は、

このデジタルトランスフォーメーション時代とい

うのを見据えて、市内の女性８人を対象にデジタル

マーケティングの基礎から実践、応用までをこれは

５か月間のオンライン授業を中心に学んで、その後、

希望者には市内事業所での２か月間のインターン

シップを経験していただきながら、出口戦略、企業

支援だったり就業支援も市がハローワークさんと

セットで行って、女性のキャリア形成支援に取り組

む事業を進めております。既に受講者募集を７月か

ら８月にかけて実施して、８月２５日から来年１月

までオンラインの講義、それと、その間にキャリア

相談とか企業相談も希望者に対して実施して、１月

から３月にインターンシップを実施して、来年３月

には、スキル装着をされたその女性と市内事業者な

どとのマッチング支援を行う予定といたしており

ます。私からは以上でございまして、次、岸本参事

のほうから説明します。 

○委員長（田中藤一郎） 続いて、岸本参事、お願い

します。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） で

は、私のほうから、６ページ、３番、豊岡市役所キ

ャリアデザインの推進について説明をさせていた

だきます。 

 キャリアデザインアクションプランにつきまし

ては、２０１８年度に策定を終えまして、実質的に

取組は２０１９年度から現在３年目となっており

ます。全ての職員が能力を発揮し、市民の暮らしを

支えているという状況を達成するために、引き続き、

働きやすさ、働きがい、そしてジェンダーギャップ

解消を柱に推進に取り組んでおります。研修のほう
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なんですけれども、表のほうにそれぞれ書いており

ますけれども、研修を実施した後の評価、検証、毎

年の職員意識調査の分析結果に注視しながら事業

の推進を行っておりますし、次年度へ向けての企画、

調整をしているという状況になっています。 

 ２０２１年度におきましては、マネジメント層、

それから中堅、若手、そこにターゲットを絞って、

主に特にマネジメント層に対して多くの展開をし

ております。４月、キャリアサポートシートの作成

と面談ということで、年２回の面談を全職員にお願

いをしております。４月８日にＯＪＴ指導者研修、

ここは新人育成をそれぞれの職場で行ってもらっ

ておりますけれども、それを行うためには必要な能

力があります。そういった指導力を高めること、そ

れから、相手を知る、伝える、聴くという方法を学

んだり、習慣化することで将来のマネジメントに向

けての意識、それから能力が身についていくであろ

うということを想定して、これを実施しております。

これは２年目になります。 

 以下、５月１１日から７月にかけてそれぞれの研

修を行っております。今年度、昨年度もそうだった

んですけれども、年度当初に予定しておりました日

程をやはりコロナ感染症対策のために延期をせざ

るを得ないということと、一つの研修の人数を感染

症対策のために絞らせていただいております。実際

にオンラインだけではできない研修もありまして、

どうしてもリアルになると、対面になりますと人数

を少し３０名以内ぐらいに縮小をさせていただい

て、今年度の研修をほぼ終えております。 

 ７ページのほうをご覧いただきたいんですけれ

ども、１０月２９日に半日研修ということで、事務

的な研修ではあるんですが、初任者研修として、若

手、特に新任職員の皆さんに、どうしてもキャリア

として身についといていただかないといけない研

修ですので、昨年からこれを少し実施をすることも

ここに加えさせていただいております。 

 １１月予定としておりますが、いろんな企画調整

の関係で１０月の末を目標に職員の意識調査を今

年度も実施する予定にしております。対象者は全職

員としておりますが、派遣されている職員、それか

ら、派遣研修でお受けしている方は除いてというこ

とになりますので、対象者がほぼ８６０人余りにな

るかと思います。この中で今年度新たに視点として

加えていこうと考えておりますのが、既に国や民間

では見直しが始まっております退職年齢の延長、そ

れから退職年齢が６５歳、あるいは７０歳というふ

うなことで見直しが始まっているんですけれども、

シニア層、４５歳以降のキャリア形成のことについ

ても職員がどんなふうに考えているかについて、重

要なことですので、そういった分析も併せて行って

いきます。１月末の分析ゴールを目指しております。 

 最後、３月の１２、１３なんですが、１．５日研

修ということで、２０２２年度に採用を予定してお

ります職員の皆さんの入庁前研修、社会人として身

につけておくべき基礎力、基本スキルである、聞く、

話す、問題解決手法を学んで、同期とのコミュニテ

ィの場としていただくように、４月１日を迎えたと

きに新たな気持ちで、楽しい気持ちで職場のほうに

就いていただけたらと思っております。説明は以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、健康福祉部健康増進

課、お願いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○健康増進課参事（武田 満之） すみません、それ

では、健康増進課で担当しております結婚支援・多

子出産事業の推進についてということで、事業の進

捗状況と今後の計画について説明させていただき

ます。健康増進課の資料のほう、１ページをご覧く

ださい。 

 初めに、今年度、これまでの実績です。 

 １、結婚支援、（１）事業別成婚実績ですけれど

も、成婚数として、８月末時点で今年度全体で６組

の成婚がございます。これにつきましては、過去に

開催したイベントとか事業で出会い、交際を続けて、

今年度４月から８月までに婚姻届を出された方の

件数というふうに考えていただきたいと思います。 

 次に、（２）事業別実施状況ですけれども、毎月

開催を予定しております、はーとピーの結婚イベン
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トにつきましては、今年度最初に緊急事態宣言のほ

うが４月２５日から発令されておりますけれども、

その関係で５月、６月は開催のほうを取りやめてお

ります。７月以降につきましては、感染防止を徹底

する中で事業を継続しておりまして、表にあります

とおり、４回のイベントで参加者が全体で７９人、

１６組のカップルが誕生しているということでご

ざいます。 

 その下、イ、ボランティア仲人養成事業「縁むす

びさん」です。（イ）縁むすびさんの登録人数、こ

ちらのほうは、男性のほうが４５名、女性が８９人、

合計１３４人の方に登録いただきまして、若者の結

婚指導の支援をしていただいてるということでご

ざいます。 

 （ウ）の独身者といいますか、結婚を希望される

方の登録者の人数なんですけれども、８月末現在で

男性のほうが２３９人、女性が１７７人の合計４１

６人の登録者となっております。このうち４割ぐら

いは縁むすびさんではなしに、市の事務局のほうで

登録していただいてる方になっております。 

 （カ）です。恋するお見合いの事業です。こちら

につきましては、婚活の支援事業のほうを周知させ

ていただいたり、あと、登録者のほうを増やすため

に毎年２回実施してるイベントです。ファッション

関係の専門家、美容師さんであったり、アパレルシ

ョップのオーナーさん、あと、美容サロンの方に来

ていただきまして、アドバイスや技術的な支援を受

けながら写真撮影をはじめとして、魅力的なプロフ

ィールを作成していただきます。その後で女性のほ

うが男性のプロフィールを見て、希望の相手を４名

選びまして、男性の気持ちを確認して、その中でお

見合いを設定するというものでございます。今回男

女合わせて４４人の方の申込みがありまして、４７

件のお見合いの機会をつくることができたという

ことでございます。 

 あと、（キ）です。縁むすびさんの事業全体の活

動実績ということです。５か月間で組合せ、どの方

とどの方をお見合いさせようかというような相談、

縁むすびさんのほうとさせていただきました件数

が４５５件、そのうちお互い男女それぞれでプロフ

ィールのほうを紹介していただくということで、３

２２件のプロフィールを送らせていただいて、お互

い会ってもいいよということで、実際にお見合いま

で実施できたものが１７６件ということです。その

うち、お見合いの後に今後も交際しましょうという

ことで進んだものが８７組ということになってお

ります。現在ですけども、登録者のうち過年度にお

見合いされた方も含めまして、現在交際を続けてお

られるカップルが６８組ということになっており

ます。 

 次に、次ページ、めくっていただきまして、社会

福祉協議会に対しましても毎年結婚相談所の機能

の拡充に係る経費のほうを補助することによりま

して、成婚数の増加を図ることとしております。具

体的には、相談員さんに対しまして、成婚に導いた

ことへの謝礼ですとか、あと、結婚相談員さんの資

質を高めるための研修とか視察、あと、婚活イベン

トに関する経費を助成しております。 

 エ、出会い機会創出補助事業、団体の補助につき

ましては、こちらにつきましては、コロナの影響で

民間によります婚活イベントが開催できないとい

うような状況がある中で、経費を最大で１０万円補

助するという仕組みになっているんですけども、こ

ちらについては申込みがないという状態になって

おります。 

 オの若者独身者交流事業につきましては、今年度

に婚活事業に対しましては敷居が高いと感じてい

る若者につきまして、カップリングを行わない出会

いの交流の場をつくるという試みを始めておりま

す。企画、運営につきましては、はーとピー企画委

員会という若者たち１１人でつくっている委員が

あるんですけども、そちらの方にお願いしまして、

若者自身で交流の機会をつくっていただくという

ことをしております。８月２８日にとゞ兵さんのほ

うで開催しまして、そのときは３０名の参加、先日、

９月の２５日土曜日も開催しておりまして、３０名

の若者の参加がありまして、特に恋愛ということで

はないんですけども、いろんなお話ができるような
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機会をつくらせていただいて、今後も月１回程度で

開催する予定としております。 

 次、２番、多子出産応援です。 

 （１）のＮＰＯ法人ママの働き方応援隊「赤ちゃ

ん先生プログラム」等の派遣につきましては、各校

園長会におきまして、事業内容と、あと実施する学

校の募集をしておりまして、今年度は、表にも記述

ありますように、市内の４中学校で実施する予定と

しております。授業につきましては、リアルで対面

という方法もあるんですけども、ウェブとかそうい

うオンラインを使いまして、感染防止を徹底するな

どで実施することとしております。現在実施に向け

まして、各中学校と協議されている状態でして、１

０月の中旬以降に、中学校の家庭科の授業として取

り組まれるというふうに聞いております。 

 （２）、ママによる子育て世代のイベント開催事

業の補助金なんですけれども、こちらにつきまして

は、子育て団体１団体の申請がありまして、９月５

日に市役所前の子供広場でイベントをしていただ

きまして、約１５０名の参加者があったというよう

なことを聞いております。 

 あと、今後の活動予定なんですけれども、はーと

ピーをはじめとする支援のイベント事業につきま

しては、会場の施設のほうの収容人数のほうも勘案

しながら、感染防止を徹底してできるだけ実施した

いというふうに思っております。また、２のほうで

ボランティア仲人さんの養成事業ということで、ボ

ランティアさんの資質を向上させるためというこ

とで、１０月３日に縁むすびさんの研修会、講演会

を予定してるというような状況です。説明は以上で

す。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 続いて、環境経済部環境経済課、お願いします。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、環境経済

課の資料に基づいてご説明いたします。１ページを

ご覧ください。 

 まず、１番、移住者の実績等についてということ

で、８月末現在の状況です。 

 （１）、市の窓口を経由した移住相談件数の推移

ですが、２０２１年度８月末現在で１７７件という

状況になっております。２０２０年度、年間通じて

５５０件というのがピークでした。２０２０年度の

８月末現在は２５８件でしたので、前年比にします

と、今のところ０．７倍という状況です。ただし、

２０１９年度を見ていただきますと、８月末では９

３件という状況でしたので、前々年比にしますと１．

９倍という現在の状況で、やはり移住熱というのは

相変わらず高く推移してるように感じています。 

 それから、（２）は、移住者数の推移、地域別の

表です。一番右です。２０２１年度８月末現在で４

０組、５９名の方に移住をいただいております。地

域おこし協力隊も含んだ数字になっております。こ

れも前々年度以前と比較していただきますと、かな

りハイペースで移住いただいてる様子がご覧いた

だけると思います。 

 それから、２番、地域おこし協力隊の状況です。 

 （１）は、この制度発足、２０１４年度以降の委

嘱の実績を掲載しておりますが、これまでに６７名

の方に委嘱をしてきました。２０２０年度、２０２

１年度をご覧いただきますと、かなり以前と比べる

と数字が高まってきている様子がご覧いただける

と思います。現在現役で活動いただいてる隊員は４

０名という状況です。 

 それから、（２）、本年度、２０２１年度の募集

状況、それから応募状況を整理しています。 

 まず、アということで、起業型の地域おこし協力

隊というのを今年度初めて実施をいたしました。こ

れまで課題解決のミッション型ということで募集

をしておりましたけれども、今回は豊岡に来ていた

だいて２年間活動をして、その後、市内で起業をし

ていただくと、こういう思いのある方を募集してみ

ました。募集人数は３名ということでさせていただ

いたんですが、応募は１２名の方がありまして、競

争率４倍というふうな中で３名を選んで委嘱をさ

せていただいたところです。 

 それから、２ページに移っていただきますと、も

う一つのミッション型の地域おこし協力隊の状況
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です。現在１から５のメニューを募集し、それから

順次選考を行っているところです。募集人数合計８

名に対して応募は３３名ということで、こちらも約

４倍の状況になっています。一番下の麦わら細工の

技術継承ということに関しましては、もう２人の方

を既に決定いたしております。 

 それから、３番、その他は、これは話題提供とい

うことになりますけれども、まず、（１）は高校生

への働きかけということで、Ｕターンに向けた現在

の高校生たちへのふるさと教育ですとか、それから

豊岡での成功体験みたいなことを応援しています。

ついこの前ですけど、豊岡高校のほうで絵本の出版

プロジェクトということが学校の授業の中で生ま

れてきまして、この辺りを支援していこうというこ

とで、市が包括協定を結んでいますＫＤＤＩさんと

一緒になってクラウドファンディングのＣＡＭＰ

ＦＩＲＥさんというところも巻き込んで、高校生た

ちと一緒にプロジェクトを展開し、クラウドファン

ディングを立ち上げ、１５０万円を超える資金を全

国から集めることができ、自分たちが企画した絵本

を出版、そして、市内の保育園等１００施設に配っ

たというふうなことがありました。非常に関わって

くれた学生たちが、こんなことができるんだという

ことで、豊岡にいながらできるんだということを非

常に喜んでいたということがありましたので、お知

らせをさせていただきます。 

 それから、３ページのほうは、（２）として、コ

ワーキングスペースの開設支援というものの状況

です。 

 市内でコワーキングスペースを開設する事業者

に対して改修費、それから備品、整備費の一部を県

と市が協調して支援するという制度を今年度動か

しています。早速対象の事業者が出てまいりまして、

株式会社アヅミエンジニアというところなんです

けれども、ビジネスホテル、リバーサイドイン豊岡

というのが一日市にありますけども、そこの跡地を

活用して、コワーキングスペースとそれからガレー

ジつきのレンタルスペースというものを整備した

いと、こういう意向がありました。県と市で審査を

いたしまして、内容的に問題なかろうというふうな

ことで、その実現に向けて補助を行っているところ

です。 

 下に書いてます、絵がありますけれども、先ほど

言いましたガレージつきレンタルスペースのあた

りは、もう自分たちの会社で整備を自力でされるん

ですけれども、その一部、コワーキングスペース、

それからオープンキッチン、カフェスペース、この

一部エリアを県と市でコワーキングスペース支援

という形で応援をするという形になっているとこ

ろです。 

 これからの予定としまして、移住者、それから地

域おこしのほうは引き続き推進を図ってまいりた

いというふうに考えています。私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入りますので、少し休憩を取り

たいと思います。１０時４０分まで休憩します。 

午前１０時２９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３７分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 それでは、質疑に入ります前に、質問事項等々答

弁は端的に明瞭にしていただきたいというふうに

思っております。 

 それでは、質疑に入ります。どなたかおられます

か。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと質問数が多いんです

けど、簡潔に答弁していただければと思いますんで、

よろしくお願いします。 

 まず、国勢調査７万７，５１９人の４，７３１人

減と、これは基準推計ということで、もう推計どお

りだからいいというような考え方は絶対なくして

いただきたいというのと、ほかの自治体でもやって

いるんですけど、出生祝い金みたいな制度の、以前

はあったかどうか知りませんけど、その辺の考え、

それをお聞かせいただきたい。 

 そして、豊岡市多文化共生推進プランの件なんで
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すけど、豊岡市内において無国籍とか未就学者がい

ないかどうかの確認をさせていただきたい。そして、

健康保険、医療、介護のサービスですけど、多言語

対応、国数はどんな国で多言語の対応をしてるのか

確認もさせていただきたい。 

 そして、ジェンダーギャップの解消なんですけど、

職員研修も実際にされているんですけど、職員の捉

まえ方をちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 そして、イーブンネットたじまというのもあるん

ですけど、その辺の連携もされているんかどうかも

確認させていただきたい。 

 そして、結婚支援なんですけど、成婚が３組とい

う、非常に少ないような感じがあります。そういう

ふうに感じております。そして、世間ではネットで

のマッチングを非常にたくさんやっておられて、そ

のマッチングで成婚されている方もかなり多数あ

るというふうに聞いておりますけど、市としては、

その情報を捉えておられると思うんですけど、そう

いうようなマッチングのやり方はされないんかど

うか、今後検討するとか、その辺も含めてお聞かせ

いただきたい。 

 そして、移住者なんですけど、移住した総数です

ね、そして、移住した方が転出された数、そして、

その原因も教えていただきたいと。 

 そして、地域おこし協力隊が終わった後、３年間

だったと思うんですけど、終了後に移住した場合の

補助制度等、その辺があればお聞かせいただきたい。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） たくさんありましたけど、

大丈夫でしょうか。漏れがありましたら、またお願

いします。 

 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） ３点お答えいたしま

す。まず、国勢調査の人口の関係でございますが、

４，７３１人が減少してて、これで満足してはいけ

ないということでございます。人口ビジョンのほう

にも、これは今想定どおりだというのは減り方が想

定どおりであって、これにまた政策目標推計という

のをしております。何もしなかったらこうだろうと

いうのが推計どおりですので、政策目標でさらに減

少を緩和していくということは当然考えておりま

すので、それに向かっていくというところでござい

ます。 

 ２点目です。多文化共生プランの関係で、無国籍

等の未就学の関係ですけれども、現在のところは把

握をしておりません。 

 それから、すみません、出生に関する祝い金等の

考えはないかということでございますが、合併前に

たしか但東、竹野であった制度だと思います。合併

と同時だったか忘れましたけど、現在はない状況で

ございまして、これについての議論は今のところな

されてない、していないという状況でございます。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） イー

ブンネットたじまさんとの連携というご質問をい

ただきました。 

 こちらにつきましては、ジェンダーギャップ解消

戦略会議のところでご説明したんですけど、オブザ

ーバーに瀧下真理子さん、県の男女共同参画推進員

に今年度からご参画いただいている、瀧下さんがイ

ーブンネットたじまで豊岡在住の会員でもござい

まして、そちらのほうから、また、イーブンネット

たじまさんのお考えとかっていうのもお聞きした

り、意見交換もしております。 

 それと、今年８月に開催したジェンダーギャップ

を考える意見交換会のほうでも、結構イーブンネッ

トたじまさんにもご案内して、会長ほか、たくさん

の方にご参加いただいて意見交換とかもできてお

ります。できる部分についてはずっと連携していき

たいと、今後も、そういうふうに考えてます。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） 私

からは、研修後の職員の実施後の捉まえ方というこ

とでご質問をいただきました。 

 実は、研修会ごとに実施のアンケートを取ってお
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ります。そのアンケートの中では、例えば大変自分

自身の意識の中に変化があったかなかったか、ある

いは活用できそうかどうか、今後研修に求めること

などを毎回聞いております。その中で、おおむねそ

のいずれの研修においても７割から８割からは変

化があった、あるいは参考になった、実施していき

たいというふうな意見をもらっております。 

 ただ、一つだけ課題が残っておりますのは、実際

にその場で大変参考になった、実施したいという思

いがあっても、現場に帰ったときに、それが継続し

ていけるかどうかというところが課題ではありま

す。そういった意味で、今年度はフォローアップ研

修等を実施する中で、さらに昨年やったことをもう

一度思い出していただいて、現場で使っていただこ

うというような試みも始めておりますので、繰り返

し、意識的にそういった機会なり声かけをする中で

学んだ研修を生かしていただきたいなと考えてお

ります。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） ２点質問をいただ

きました。まず、成婚数のほうが少ないのではない

かということで言われております。確かにやっぱり

イベントのほうがなかなかできていないというこ

とと、ちょっと一番大きいのが、社会福祉協議会の

ほうの成婚数が上がってないというのが問題とい

いますか、なかなかやっぱりイベントとか相談がで

きてないということで少ないということで、今後そ

の代わりに、登録者のほうが昨年度と比較しまして、

今時点で３９名増やしてるというようなこともあ

りますし、それに伴いまして、個々のお見合いの件

数を増やすことで何とか後半盛り返していきたい

なというふうに思っております。 

 あと、２点目、ネット等のマッチング等の問題な

んですけども、これにつきましては、うちのほうで

も内部でも検討してるんですけど、今、県のほうで、

長寿の郷さんのほうに事務所を置かれておりまし

て、兵庫県のほうのそういうお見合いのシステムが

ありまして、そこにつきましては、ネットといいま

すか、メールといいますかで登録しまして、直接自

分がお見合い相手を選んで、両方が合意できたら何

かお見合いできるというような、デートできるとい

うような、そういう仕組みがあるようですので、そ

ちらのほうは、同じように基本的な年間の利用料さ

え払えば割と格安でできるというようなことも聞

いておりますので、そちらの利用の選択肢もあるよ

ということで若者には伝えさせていただいており

まして、市としましては、やはり若者のイベント関

係とか、お世話役さんのそういう手を使いながらと

いいますか、お話ししながら直接ちょっと対応して

いくような丁寧な対応をしていくような形と、あと、

また１対１のそういう個人個人の問題を解決しな

がら、相談しながらというじっくりとした相談につ

きましては、社協というようなことで、やはりそう

いう機能分担といいますか、役割をそれぞれの特徴

に合わせながらしていきたいということですので、

ここ何年間かは今の状況で続けさせていただいて、

その中で今のようなネットを使ったお見合いのほ

うも研究をさせていただきたいというふうに考え

ております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 移住をいただいた方

の中で市の補助制度をご利用いただいた方につい

ては、補助から５年以内にもし転出された場合は、

相当分を返却してくださいという、こういう補助要

綱になってますので、追っかけています。現実に転

出された方もあり、お返しいただいた方も出てきて

いるという状況です。 

 それから、協力隊がもし定着された場合の補助制

度ということですが、起業をされた場合には起業の

補助制度というのが普通の方よりも充実した形で

ご利用いただけるという制度になっております。私

からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） １点答弁漏れがござ

いました。多言語化の対応国数でございます。 

 市役所は今２つ、ＶｏｉｃｅＢｉｚというものと、

みえる通訳を入れております。ＶｏｉｃｅＢｉｚに

ついては、音声認識が１１言語、それから機械翻訳、
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これは音声ではないですけど、入力したもので３０

言語ございます。もう一方のみえる通訳、これは３

者でするものですが、これは１３言語とプラス手話

通訳ができるというものでございます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと答弁いただきあり

がとうございました。それぞれまた一括でぱっとい

きますんで、簡潔に答弁お願いします。 

 出生祝い金は今はないということで、ぜひ検討し

ていただきたいと、ほかの自治体でもかなりやって

ますんで、その辺をそれに対してそうしたら子供を

産むかどうかっちゅうのはあんまりないとかいう

答弁が一般質問でもあったんですけど、それは思っ

とられる方でまた違うと思いますので、夫婦にとっ

てはね。そういうこともぜひ検討していただきたい

ということで、それの答弁もお願いします。 

 そして、無国籍、未就学把握していないというこ

となんですけど、これはぜひ把握していただきたい

ということでよろしくお願いしたいと思います。 

 そして、多言語対応なんですけど、これ１１言語

とか、機械のほうは３０言語ということがありまし

たけど、ちょっとぜひ一覧表で提出お願いしたい。

委員長、どうでしょうか、お願いできますか。 

○委員長（田中藤一郎） はい、じゃあ、よろしくお

願いします。 

○委員（西田  真） そしたら、それでお願いしま

す。 

○委員長（田中藤一郎） まだありますか。 

○委員（西田  真） もう一括で。 

○委員長（田中藤一郎） 一括で、はい。 

○委員（西田  真） もう簡略に答弁していただい

て結構ですので。 

○委員長（田中藤一郎） 皆さんお願いします。 

○委員（西田  真） ジェンダーギャップの解消な

んですけど、これは研修を受けて、それぞれ７割か

ら８割ぐらいがその辺で実施していきたいとか、実

際にはできていないとか、その辺はあるんですけど、

なかなか一遍にはできないと思いますけど、その辺

はするようにいろいろと指導をしていただきたい

と、そして、成果も上げていただきたいということ

でお願いしたいと思います。 

 そして、イーブンネットたじまの連携は今されて

るということでありましたけど、今後とも一生懸命

やっておられますんで、ぜひ継続してやっていただ

きたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

 そして、成婚の３組の件なんですけど、これはも

うぜひ増やしていただくようによろしくお願いし

たいと思います。 

 そして、マッチングのほうで、県は行ってるけど、

周知はするということでありましたし、また、今後

も検討していくということで、ぜひその辺はよろし

くお願いしたいと思います。 

 そして、結婚希望の登録者数、男性４５人、女性

８９人、合計１３４人とかなりありますんで、これ

は必ずマッチングはできると思いますんで、そのや

り方とか会わせ方とか、その辺も検討をせざるを得

ないと思いますけど、ぜひ成婚できるような対策と

か、その辺をやっていただきたいと思います。 

 そして、移住者のほうですけど、部長、えらい簡

略に答弁されましたけど、実際に転出されて５年以

内で転出された場合は返却をしなければならない

という規定があるということで、実際にあるという

ことでありましたけど、その数を教えていただきた

い。これは、その１００万円とかそんなんでしたか

いね。何かその辺の金額も教えていただきたい。 

 そして、補助制度は、地域おこしのほうですけど、

あるということでありましたけど、ちょっとその内

容も含めて、説明を願いたい。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） それでは順次。 

 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 祝い金の件につきま

しては、これまで十分な検討はしてきておりません

が、委員おっしゃられるように、一度その効果等も

再度検討したらいうふうには思っております。ただ、

財源のほうもございますので、踏まえて一度研究は

してみたいと思っております。 

 ２つ目の無国籍の方、未就学の方でございます。 

 基本的に今、住民基本台帳上に外国籍の方も登録
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になるので、無国籍というと、ちょっとそこがどの

ように把握したらいいのかも含めて、また考えたい

とは思っております。 

 それから、言語対応のものですけども、一応３月

の特別委員会のときにお出しした資料と変更はご

ざいませんので、もしなければ、また送らせていた

だきます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 補助を受けた方で転

出された数とその金額につきましては、今手元に持

っておりませんので、また資料にまとめて提出をさ

せていただきたいと思います。 

 それから、地域おこしの定着の場合の補助金です

けれども、起業をされた場合は最大２００万円とい

う補助制度を設けております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員、よろしいですか。 

○委員（西田  真） いろいろと答弁していただき

ました。ぜひ研究も検討もしていただきたいと思い

ますんで、ぜひよろしくお願いします。 

 そして、岸本参事でしたかいね、ジェンダーギャ

ップの解消の研修のほうは、ぜひ職員のほうに実現

できるように指導も周知もしていただきたいと思

いますので、よろしくお願いしときます。 

 そして、先ほど言いましたけど、オブザーバーの

イーブンネットたじまとは、連携はこれからも強化

していただきますようよろしくお願いしておきま

す。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（西田  真） そして、マッチングのほうも

一生懸命やっていただきたいと思いますんで、また

実際に成果も出していただきたいと思いますんで、

よろしくお願いしときます。 

 そして、地域おこし協力隊の応募もかなり多いよ

うでありますし、そういう魅力はあると思いますの

で、その辺の魅力のやり方いいますんか、どんどん

魅力的なこともしていただいて、協力隊がどんどん

応募できるようにやっていただきたいと思います。 

 そして、もう１点だけ、この協力隊の定数とか何

かありましたでしょうか。その辺はどうですか、定

数。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 定数は特にございま

せん。ただ、予算が伴うことですので、市としてど

の辺りをピークにするかと、最大にするかというこ

とは検討しながら進めている状況です。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひ協力隊のほう、地域別で

もいいと思いますので、地域ごとにでもよろしいん

で、その辺はぜひ一生懸命やられる方はどんどんし

ていただくように、当然財源もありますので、その

辺も含めて検討していただきたいと思います。 

 委員長、以上です。ありがとうございました。 

○委員長（田中藤一郎） 引き続きどなたか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） 多文化共生推進プランの中の

５ページなんですけども、下の内訳、在留資格の内

訳の中の教育と、教育というのはＡＬＴの先生なん

かかと思うんですけども、下から２番目の特別永住

者、ここはどのような方が対象になられますでしょ

うか、教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 在留資格につきまし

ては、２１ページに資料を載せております。特別永

住者… 

○委員（米田 達也） 同じこの資料に…。 

○政策調整課長（井上 靖彦） はい、ただ、ちょっ

とすみません、今見るんですけれども、ここに特別

永住がないので、すみません、また調べて後ほど…、

特別永住が具体的にどういう方かということです

よね。 

○委員（米田 達也） はい。 

○政策調整課長（井上 靖彦） はい、すみません、

また後ほど回答させていただきます。 

○委員長（田中藤一郎） 米田委員。 

○委員（米田 達也） よろしくお願いします。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかいかがですか。 

 井上委員。 
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○委員（井上 正治） それでは、何点かちょっとお

尋ねしたいと思います。 

 まず、順番はばらばらやと思いますけども、まず、

ジェンダーギャップの取組なんですけども、庁舎内

の市職員に研修をされているということなんです

けども、始めてから何年になるか、まだ新しいんで

なかなか実績というのは見えにくいのかなと思う

んですけど、アンケート取られてるということで、

職員の何か変化を感じられておりますかね、研修を

されて、実態がどうなのか、その辺をちょっとお伺

いしたい。 

 それから、次は人口減少なんですけども、私は結

構議会でも質問させていただくんですけども、地域

間格差というのが非常に全体では四千何百人減り

ますよということなんですけども、地域によっては、

人口減少の比率が相当違うと思うんですけども、恐

らく数字的には、見ていただいたら、それは相応に

分かると思うんですけども、私は、今回議会でも質

問しましたように、今地域住民の方にアンケートを

実施してるというふうなこともお聞きしてますん

で、実態は把握できるのかなと思いますけども、や

はりこれから人口減少というのは避けて通れない

課題ですので、その辺を実際所管課としてどのよう

に今後進めていかれるような思いがあるのか、ちょ

っとお伺いしときたいと思います。 

 それから、次に、婚姻の関係なんですけども、社

協の取組が非常に減っているということをお聞き

したんですけど、これまで非常に社協の取組もたく

さんあったということで評価をされてましたね。何

でコロナのということもあると思うんですけども、

私はいろんな原因があると思います。ただ単にコロ

ナだけではないという思いを持っております。 

 というのは、非常に社協さんの職員の不足を耳に

しますね、聞きますね。職員不足ということもあり

ますので、市から依頼される事業というのはたくさ

んあると思うんですけども、社協さんには。その辺

の実態を１回しっかりと把握していただいて、ただ

単に、婚姻が単純にコロナの関係で減ったのかどう

か、その辺の実態をしっかり把握していただいて、

どのようなお考えになるのか、もう一度お尋ねをし

ときたいというふうに思います。 

 それから、もう１件、コロナの関係で豊岡市の出

生率というのはどのような動向になっているのか

把握されているのかちょっとお尋ねしたいと思い

ます。取りあえず１回目は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） それでは順番に、早い者順

からでも何でもいいです。手を挙げていただきまし

たら。 

 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） まず、地域間格差の

関係でございますが、振興局にも、その地域ごとの

ニーズがどうなっているかというようなところ、あ

るいは、若者回復率みたいなものを出しておりまし

て、振興局のほうには、当然それも共有をしており

ます。 

 この前、今、過疎の計画も出しておりますが、や

はり城崎、竹野、但東というのが非常に減少率の幅

が大きいということも言っておりますので、そこを

踏まえて、またその振興局単位でしっかりと対策を

引き続き考えていただくということで考えており

ます。ただ、やはり全体として豊岡の人口の減少を

緩和していくというのがまず第一だろうなという

ふうに考えているところでございます。 

 それから、出生率ですが、先ほどちょっと説明し

ましたように、２０２０年度では、まだコロナの影

響を受けてないので現れていないというふうに認

識をしております。国や県では、１月から４月まで

の間では７％、８％減というような数字も出ており

ますので、ただ、豊岡の場合は規模が小さいですの

で、なかなかそこまでの分析がいろんな要因がござ

いますので、ちょっとここはどれぐらいになるか分

からないですが、ひょっとしたら、５０人、１００

人という規模で減るのではないかというふうに専

門家等からは聞いておるということでございます。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） 研

修に関連してということで、変化についてお尋ねを
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いただきました。 

 変化をつかむのもなかなか実は難しいというの

が現実です。ただ、全てへの対応は難しいんですけ

れども、ここに２０１９年度に行った中堅の女性職

員の能力を伸ばす研修をした後、２年ほどずっと定

期的にというよりは、１年に１回か２回、フォロー

アップのための面談を何人かとし続けています。そ

ういった中で、意識が少しずつ変化をしているとい

う実感は私の中ではありますが、やはりその変化を

現場でといいましょうか、日常の仕事の中で生かす

場面が生まれてこないと、さらなる実現や実感への

経験が積めないというところではありますので、人

事異動も非常に重要なポジションですし、引き続き

そういった点では、やりっ放しではなくてフォロー

アップが非常に重要だなと思いますし、あわせて、

気づいてもらってるんですが、非常に有効だという

ようなアンケートというか、意思表示もしてもらっ

てるんですが、それを生かす場面、時間がないとい

う職員が非常に多いという。これは市役所の研修だ

けではなくって、日本国中の企業さんもそうなんで

すが、時間がないというのが非常に今一番大きな悩

みだとは聞いております。 

 ですので、戦略的に研修と現場といいましょうか、

実践と結びつけるようなプログラムをやはり考え

ていかないと、これからはどんどん身についていか

ない段階に入ってるかなというのは実感しており

ますので、来年以降の取組の中でそこを少しずつ変

えていきたいなと考えています。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 先ほど豊岡市の社

会福祉協議会のほうの件数がというようなことで

質問いただきました。 

 私のほうも社会福祉協議会のほうと少し相談と

いいますか、協議させていただいておりまして、社

会福祉協議会のほうは、基本的に事務の職員の担当

というのは２名でイベントの関係とかそういうも

のをしているんですけども、実際は結婚相談員さん

という方が１８名、別にいらっしゃいまして、その

方がお見合いの設定をされたり、指導されたりとい

うようなことで活動をされておりまして、基本的に

豊岡と日高のほうで結婚相談日を月２回している

んですけど、その相談日がコロナの関係でちょっと

閉鎖しているというようなことと、あと、一番大き

な問題は、やはり登録されてる若者の数が少なくな

っているということで、なかなかお見合いを組むこ

とができないというのが少し問題というようなこ

とを聞いておりますので、今後、市のほうの登録も

含めまして、そちらのほうをまた社会福祉協議会の

ほうが、１対１で適正にというんですか、お見合い

できるのであれば、そちらのほうも紹介する中で登

録者数を増やしていただくようなことでの協力依

頼といいますか、そういうことでお願いしている状

況ですので、少しその辺、もう少し登録者数のほう

を増やすというようなことをお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） すみません、そこで、今社協

のほうからいきますけども、登録者数が減ってきと

るという実態は、なぜなのかなという思いがするん

です。やはりまだまだ、どういったらいいか、私た

ちのエリアにもたくさんいらっしゃいますし、結婚

されてない方が。その登録をしやすいようなシステ

ムづくりだとか、何かないのかなという思いはする

んですけども、そういう実態というのがある、実際

事実あるんで、そこの、なぜ登録されないかという、

一回ある程度落ち着いてしまうと、惰性的になって

しまうということもありますので、それにちょっと

変化を持たせるというふうなやり方というのは、市

だけではなかなか登録者数は増えていかないかな

というふうな思いがしますので、何かこれはしっか

りとまた検証していただきたいというふうに思い

ます。 

 それから、ちょっとそれだけで、もしお答えがあ

ればいただきたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 登録者数を増やす

というようなことで、やはりイベントみたいな形で

周知していくということと、やはり地域の方でこう
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いう方がということで、できるだけそういう身近な

方に紹介していただく、一般の方にチラシを配って

もできませんので、親戚の方とか近所の方とか、や

はり交友関係のある方から直接声をかけていただ

けるような形での対応というのが必要かなという

ふうに考えてますので、そちらのほうからちょっと

攻めるような形で考えていきたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 登録者数を増やすということ

が一番必要だと思いますし、やはり人口減少、少し

でも緩和させようと思えば、カップルが増えること、

それで成婚されるということが一番ですので、その

辺はしっかりと取り組んでいただきたいというふ

うに思います。 

 それから、ジェンダーギャップなんですけども、

実は、それぞれ一生懸命やっていただいて、改革す

るのはいいと思うんですけど、私いつも思ってるの

は、議会事務局もちょっとジェンダーギャップをし

っかりと受けていただいて、ちょっと思うのは、議

員も受けなきゃいけないかなと思ってますよ、やは

りそういうものは。 

 なぜかといいますと、私がいつも感じるのが、こ

のお茶なんですよね。結構委員会でお茶を頂くんで

すよね、事務員の方に持ってきていただいて。まず

これから改革する必要があるかなという、私は思っ

てます。（「実践してください、実践を」と呼ぶ者

あり） 

 そういう意味合いにおいて、やっぱり……（「実

践せな」と呼ぶ者あり）はい、やはりそういう部分

というのは改革が必要かなという思いがあるんで、

一度私の一存じゃいけませんので、議員もやはりジ

ェンダーギャップはどんなもんということを１回

研修受ける機会をそちらのほうからも問いかけし

ていただいたら、どないでしょうかね、これは私の

私的なことですので、また議長や議運の委員長、私

もしてますけど、叱られるかも分かりませんけど、

どうでしょう、いかがでしょう。 

○委員長（田中藤一郎） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 委員

さん側からそういうふうに言っていただけるとす

ごくありがたいです。ぜひそういうふうに、例えば

よく研修、経営者とかでやるのは、無意識のうちに

固定的な性別役割分担で男性はどうだ、女性はどう

だっていう、無意識のうちに決めつけちゃう、思い

込んじゃうっていう、アンコンシャスバイアスって

言ってる研修があるんですけど、そういうのもいい

講師とか、うちのいろんなつながりがありますんで、

ぜひ言っていただいたら、講師派遣して、そういう

ジェンダーギャップ解消の研修のほう、ぜひこちら

もサポートをしていきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○委員（井上 正治） またどちらも連絡取っていた

だいて、実現すればいいなと思っております。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかございませんでし

ょうか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 井上委員から宿題をわざわざ

置いて帰られる、言われましたけども、ジェンダー

ギャップそのものは私も非常に大事な問題だとい

うふうに思っております。 

 お尋ねしたいのは、婚活の関係で、これは何ペー

ジかよく分からないんだけど、ボランティア仲人さ

んのところで、結婚希望者登録数とうち事務局登録

数が違いますね。これの違い、差は何かっていう問

題と、それから、ボランティア仲人さんところには

ないのかなと思うんですが、婚活全体の登録の中に

年齢制限がありますね、年齢制限。これがあるのか

どうか、あったら何歳か、ちょっともうくどいよう

ですけども答えてくれる。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 先ほどの年齢につ

きましては、基本的には設けてはおりません。基本

的に５０代、６０代の方も結婚希望があれば登録を

していただいておりますけども、なかなかそれは成

婚に結びつかないことのほうが、条件がありまして、

多いですけども、年齢制限につきましては、特に設

けておりません。 
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 それと、あと、市の登録とあと縁むすびさんの登

録についてなんですけれども、基本的に縁むすびさ

ん事業のほうが先に制度のほうが始まったんです

けども、やはり大体縁むすびさんいうのは、近所の

お世話役さんでして、地域の方をよく知ってる方が

若者に声をかけていただくというようなことが最

初の運動のきっかけだったんですけども、近所の中

でも、近所にそういう婚活をしてるのを知られたく

ないというような方がいらっしゃいまして、そちら

の方につきましては、市に直接登録を申出をしてい

ただいて、市が支援の代わりというか、縁むすびさ

んの代わりに縁結びというか、お見合いのほうを設

定するというような役割をさせていただくという

ことですので、若者にとりましては、近所によく知

ってて頼りにされてお願いするというのが一番な

んですけども、それができない場合には市のほうに

登録していただいたら、市のほうがそういうお見合

いのほうを設定させていただくというようなこと

ですので、市の登録分というのはそういうことで捉

えていただいたらいいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） なるほど、分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 年齢制限がないっていうこと

だったらありがたいんですけども、まちによっては

年齢制限を設けてますね、きちっと、４０歳までと

か。設けてないっていうのは、やっぱり５０代だろ

うが６０代だろうが結婚したい人がおるんだから、

幅広く募集しますよということですか。はいはい、

結構です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） ちょっと１件忘れてました。

坂本部長のほうに、目に入って仕方がないんで、ち

ょっと聞きます。 

 地域おこし協力隊の件なんですけども、本年度も

募集されて、募集された人数が何人ぐらいあられて、

実際採用されて、それがどの程度進捗しているか、

また、先ほどもありましたけども、今後のご予定、

来年度に向けてか、また、期の途中か等も含めて、

今後の応募の予定はされるのかされないのか、いま

一度お尋ねしたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 先ほど資料で見てい

ただきました２ページのほうに、ミッション型の地

域おこし協力隊。 

○委員（井上 正治） はいはい、載っておりますね、

はい。 

○環境経済部長（坂本 成彦） これが７月から募集

してる状況で、募集が８人に対して３３名、今これ

は選考中ということですので、これをやっておると

ころです。 

 それから、その前に言いました起業型のおこし協

力隊、これはもう既に３名委嘱を決定しています。

それと、この後ももう一度募集をかける予定にして

おりまして、新年度当初ぐらいから活動いただける

ような方に向けて、１１月、１２月にかけて募集を

かけていきたいというふうに思ってるところです。 

 新年度以降はどうするんだっていうこともあり

ましたけれども、先ほどの質問にもありました。要

は上限を設けるんかっていう数なんです。今現役隊

員が４０名ということですけど、これ国内でもかな

り多い部類に入ってます。ただ、うちとしてどこま

でやるのかっていうこともありますけど、一応今５

０名ぐらいまではそれでもおってもええのかなみ

たいな感触も持ってますので、その辺をピーク値に

持ちながら、新年度に向けても検討していきたいな

いうふうに思ってるところです。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） やはりどういったらいいです

か、その地域が持続化をしていくのには、やはり地

域の方だけではなかなか知恵だとか、アイデアだと

かなんかが浮かんでこないことがありますんで、や

はり地域おこし協力隊の方の第三者の目で見て、い

いところ、魅力なんかを発見していただいてそれを

しっかりと提案していただいて、地域を少しでも活

性化させていくという体制というのは非常に必要
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だと思いますので、もう少し市民とか各地域にしっ

かりと情報を提供していただいて、国のこれは施策

ですので、しっかりとやっぱり活用させていただく

ということが地域の将来的な部分にも大きく寄与

してくれると思いますんで、しっかりと応援してい

ただいて活用して、地域をさらに継続していくよう

にしっかりと応援していただいたらと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかよろしいですか。 

○委員（西田  真） ちょっといいですか、委員長。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと少しばかり、多言語

の分ですけど、一覧表入ってますけど、機械翻訳の

３０言語の分がそれが入ってませんので、それを追

記していただきたいというのが１点です。 

 そして、地域デザイン懇談会の件なんですけど、

公共施設の再編、統廃合があるんですけど、今コロ

ナ禍で１０名か何かに制限はされとると思うんで

すけど、参加申込みの状況、参加申込数をちょっと

教えていただきたい。そして、他の地域でどんな話

が今現在出てるか、まとめはできてないんですけど、

現状はどんな感じでなってるんかいうのをお聞か

せいただきたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 正木室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（正木 一郎） ま

ず、参加者の方ですけれども、参加者っていうこと

で固定のメンバーでっていうことでよろしかった

ですか、傍聴の方っていうことではなくて。その方

は、各振興局、また、当マネジメント推進室のほう

で各団体、いろんな団体に推薦依頼をいたしまして

選出いただいたっていうふうなことで、基本的には

３０名程度というふうなことになっております。た

だ、豊岡地域だけは計画から専門職大学とか、あと、

地域おこし協力隊の方がいらっしゃいましたので、

そういった方にも入っていただくということで、３

０名プラス７名の方に入っていただいておるとい

うような状況でございます。 

 それから、どのような意見が出ているかというふ

うなことでございますけれども、参加者の皆さんか

らは、本当に施設に対して複合化ですとか多機能化

ということについても、率直でまた本当に多様なご

意見をいただいております。ただ、現在議論が続い

てるところですので、具体的な内容っていいますの

は、この場で私が思いついたものだけをしゃべって

しまいますと、またそれはそれで何かちょっとどう

かという部分もございますので、詳しい資料につき

ましては、ホームページで随時掲載しておりますの

で、そちらのほうをぜひご覧いただきたいというふ

うに思っております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） ３０言語につきまし

ては、追加でまた資料を提出させていただきます。

よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） はい、結構です。 

○委員長（田中藤一郎） ほかによろしいですか。 

 ちょっと僕から、一つだけ。ミッション型の地域

おこし協力隊の中で、高校生と地域をつなぐコーデ

ィネーターというふうな部分があるんですけど、ち

ょっとどういった内容なんか、またはどういうふう

な形の趣旨、目的であるのか、ちょっとその辺りを

教えてほしいんですけど、分かりますか。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 地域とのつながりを

高校生のときから持っていただくっていうのは大

きな課題なんですけれども、学校としては、なかな

かそこに手が回らないという現状があります。そう

いう、企業ともそうですし、地域の人と直接つなが

ってくれるような活動をコーディネートしてくれ

るような人材があれば非常に、先ほども触れました、

Ｕターンに向けた高校生の意識改革みたいなこと

にもつながるんじゃないかっていうふうなことで、

一昨年度、１人、試験的に出石高校に松元隊員とい

う方に入っていただきました。彼は、任期途中で公

務員の試験に受かったもんで、里のほうに帰ったっ

ていうことはあったんですけども、高校生独自の卒

アルって、卒業アルバムみたいなことを彼が手がけ

て作ってくれて、ウェブ上でアルバムを作るという

ふうなこともやってくれた。かなり学校のほうも機
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能してくれたっていう思いがありまして、引き続き

そういう方に豊岡に入ってほしいという声があっ

たもんですから、今年度は出石高校もですし、幾つ

かの高校で共有して、そういうコーディネーターみ

たいな役の人を設けてみてはどうかということで、

２人募集をかけている状況でございます。 

○委員長（田中藤一郎） まさしく、僕も出石なんで

すけど、結構出石高校が地域の方々と割としっかり

まちづくりだとかそういった活動が非常にやられ

てるというのをお聞きしておりますし、そういった

部分を見ております。要は、ほかの高校、豊高もあ

れば、近高もあったりだとか、様々な高校があるの

で、やっぱり結構見てるといい感じなので、その辺

りに抜けのないようにだけお願いしたいなと思っ

ております。以上です。 

 それでは、そのほかございませんね。 

 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 先ほど米田委員から

お尋ねをいただきました。特別永住者でございます。

特別永住者につきましては、在日コリアンと旧植民

地出身者とその子孫の方になります。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） １点教えてやってください。

今回地方創生総合戦略がまとまったんかな、この２

ページで、高校卒業時の就職等、進学等で転出超過

が見られるということで、以前のお話では転出超過

の男で５割復帰しますよ、女で４分の１ですよって

いうお話がずっと聞いてたんだけど、この図３の状

況を見ますと、例えば男性でマイナス３８．９％か

ら、大学とか、もう帰ってくる頃になると、３６．

９％も上昇してるということは、ほとんどが帰って

きているという説明に当たるんじゃないかなと見

させてもらいましたし、女性につきましても３９．

４％が１８．８％ということになると、女性も５割

の者が豊岡に帰ってきているんじゃないかという

ふうにこれは読み取れるんですけど、その辺り。今

回最新の国勢調査も出てることですし、その辺りを

ちょっとご説明ください。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） まず、後の質問の国

勢調査の関係でございますが、まだ全体の人口の速

報値が出たばかりでございます。男女別あるいは年

齢別というのは、まだこれから１年後ぐらいになる

んじゃないかという見込みですので、現状このとお

りになっております。 

 図３につきましては、これは移動率ということに

なっておりますので、これは５歳階級人口を５年前

の階層と比較して、人口の推移を推定した値という

ことになります。 

 例えば２０１０年から２０１５年の女性の２０

から２４歳の女性の方が２５歳から２９歳の移動

した数、これが１，５６０人になります。そこから、

すみません、１，５６０人で、そこから１，３１５

人、これが２５から２９歳になったということで２

４７人減っているということになります。それは移

動数ですね、申し訳ございません。移動率はその移

動数を期首人口で割った値になります。例えば女性

が２０１０から２０１５年の２４歳から２５歳が

２５歳から２９歳の移動数、移動率っていうのは、

さっき言いました２４７人、これを１，３１５人、

これが２０から２４歳のときの値になります。とい

うことで、ちょっと移動率と移動数という考え方が

違うということになっておりまして、先ほど、４ペ

ージでございますが、４ページの真ん中、図３－２

の若者回復率というところが、これがその数を移動

数で回復率を出したということになりますので、率

と数の考え方が違うということでご理解いただけ

ればというふうに思います。 

○委員長（田中藤一郎） どうですか。大丈夫ですか。 

○委員（伊藤  仁） さっぱりちょっと理解できん

のですけど、何でこんなに同じ年代を表現してこん

なに数値が変わってくるんですかね、その辺りをも

う少し分かりやすく説明いただけますか。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長、どうですか。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 分かる資料をまた、

具体的な数でちょっと言ったほうがと思いまして、

またそれについては資料を出させていただきたい

と思います。 
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 ただ、回復率というのは、かなり移動数ですね、

短期的なものを見る場合にちょっと使いますし、移

動率っていうのは、もう少し大きなところで見るっ

ていうようなところがあって、両方本来考えながら

施策を進めていくっていうことになろうかと思い

ますけれども、具体的な数字を示した資料は提出さ

せていただきます。すみませんがよろしくお願いし

ます。 

○委員長（田中藤一郎） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） ちょっと理解できるものを。 

○委員長（田中藤一郎） 理解できるように、ちょっ

と僕も理解できませんでしたので。 

 ほかにございませんか。 

 ないようですので、以上で所管事項の説明につい

ては終わります。 

 この際、当局から何か発言はありますか。 

 大丈夫ですか。 

ないようですので、当局の職員の方は退席をして

いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２７分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２８分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 （２）委員会の運営方針についてです。 

 委員会重点調査事項は、２ページに添付しており

ます。何かご意見があれば、前回同様でいきたいと

思います。何かご意見はありますか。（「ありませ

ん、このままでいいと思います」と呼ぶ者あり） 

 ありがとうございます。 

 ご異議がないようですので、そのように決定いた

します。 

 次に、（３）委員会調査報告（案）についてを議

題とします。 

 過日、委員会調査報告書（案）送らせていただき、

一度お目通しいただいていると思いますが、修正等

ありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、修正はないとい

うことですので、当委員会の調査報告として提出す

ることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、そのようにさせ

ていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 なお、この委員会調査報告書については、今期定

例会閉会日に議場に配付する予定となっておりま

すのでご承知ください。 

 それでは、４、その他についてを議題とします。 

 特に議題は設けておりませんので、何か発言はあ

りますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（井上 正治） １年間ありがとうございまし

た。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、ないようですの

で、以上をもちまして委員会を閉会いたします。お疲

れさまでした。 

午前１１時３０分閉会 

──────────────────── 


